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恒星は燃え

空を仰ぐと、
けて「恒星」
恒星：夜空に

輝きを
惑星：地球と

天王星
も太陽
ではな

アリス：ふ〜

恒星の輝き
恒星の代表格
プロミネンス

という。炎
光球：太陽は

の表⾯温度
されていま

彩層：太陽の
⿊点：⿊点は

アリス：つま
わね、それ

Ｋ⽒：その通
アリス：とこ

ないところ
Ｋ⽒：う~ん

もとは原⼦
アリス：原⼦
Ｋ⽒：うん、

やヘリウム
れが原⼦の

アリス：原⼦
Ｋ⽒：その通

せる際に発
ーがでるん

アリス：ふ〜
Ｋ⽒：どうい
アリス：核融

のよね。 
Ｋ⽒：ナルホ

あるだろう
室でこの反
意味にとっ

アリス：ふ〜
Ｋ⽒：そうだ
アリス：はい

えている！

いろいろな
と「惑星」

にたくさん輝
を発している
と同じように
星-海王星-(冥
陽光の反射で
ないのです。
〜ん、そうい

き 
格として太陽
ス：太陽の表
炎のような形
は全体が⾼温
度は約６００
ます。 
の光球のすぐ
はまわり１５

まり太陽は燃
れと同じ原理
通り。なかな
ころで、薪が
ろで太陽が燃
ん，当然の疑問
⼦の⼒、とい
⼦の⼒という

専⾨的にい
ムなどの軽い
の⼒なんだね
⼦⼒発電も原
通り。ただ、
発⽣するエネ
んだ。 
〜ん，しかし
いう点だい？
融合反応で莫

ホド。。。そう
う。ポーン！
反応を⾒ると
っていいんだ
〜ん、なにか
だね。それで
い、了解しま

 

な明るさを持っ
という 2 つの

輝いていて星座
る星ということ
に「太陽の周り
冥王星)で構成
です。このよう

 
いうことだった

陽の構造は次の
表⾯から⾼く吹
形、アーチ型、
温のガス球で、

０℃，太陽の

ぐ外側を取りま
００〜２０

燃えているとい
理？ 
なか感が冴えて
が燃えるのは酸
燃え続けるのか
問だよね。実

いうことなんだ
うのは？ 
いうと「核融合
い原⼦の原⼦が
ね 
原⼦のエネルギ

原⼦⼒発電の
ネルギーを利⽤

し、何か釈然と
 

莫⼤なエネルギ

うだな，中学の
と⾳がして試

とうすい⾊の炎
だ。 
か、煙にまかれ
では核融合反応
ました。 

った星が輝い
のグループに
座を作る星の
とになります
りを回ってい
成されていま
うに、惑星の

たのね．．．お

のようだ。
吹き出すガス
、⻯巻型など
、球状にがが
の中⼼核の温

まく薄い⼤気
００℃程温度

いうわけね。

ているね。
酸素があるか
かしら？ 

実は、太陽が燃
だ。 

合反応」とい
がぶつかって

ギーを利⽤し
の場合は「核
⽤しているん

としないわ。

ギーがでると

の理科の実験
試験管に⽔滴
炎が⾒えたは

れたような気
応のことにつ

いていますね
に分かれます
のこと。太陽
す。 
いる９つの星
ます。夜空に輝
の輝きはすべ

お話を続けて

スの突出をプ
どさまざまな
がやく表⾯を
温度は１５０

気の層で、厚
度が低く、太

燃えている

からでしょう

燃えているの

いうものなん
て 1 つの重い

していると聞
核分裂反応」
んだね。恒星

 

ということと

験なんかで⽔
滴がついたよ
はずだね。つま

気がするけど
ついて、少し

ね。これらの星
す。 

も恒星の⼀つ

」のこと。こ
輝く⽉は太陽

べて太陽光を反

。 

ロミネンス
形をしていま
光球という。
０万度以上と

さは⼤体１万
陽の表⾯に⿊

から輝いてい

。宇宙空間は

のは原⼦の⼒

だ。ちょっと
い原⼦に変わ

くわ。 
といって，ウ
の核融合反応

，”燃えている

素と酸素を混
ね。このポー

まり、” エネル

ど、、、、まぁ、
専⾨的な話を

星は⼤きく 

つです。つま

これは、⽔星
陽の光を反射
反射しており

（紅炎） 
ます。 

光球 
と推定 

万ｋｍくらい
⿊いシミのよ

いる。たしか

は真空だから

⼒で燃えている

と難しく聞こ
るときに膨⼤

ウランなど重
応は核分裂反

る”というイメ

混ぜ合わせて
ーン！で反応
ルギーの放出

そういうこ
をしてみよう

まり、恒星は燃

星-⾦星-地球-
していて，⾚

り、⾃ら輝きを

いといわれてい
ように⾒える。

かに、薪を燃や

ら酸素はない。

るんだ。つま

こえるかもしれ
⼤なエネルギ

重たい原⼦を軽
反応よりずっ

メージがイマ

て⽔を作る実験
応のエネルギー
出”は”燃える”

とにして先に
う。適当に聞

燃えている、

-⽕星-⽊星-⼟
⾚い星・⽕星の
を発している

います。 
。 

やせば明るく

。どうして酸

まり、恒星の輝

れないけど、
ギーが発⽣する

軽い原⼦に分
と⼤きなエネ

マイチ結びつか

験をやったこ
ーが放出され
”ということ

に進みましょ
き流せばいい

⾃ら 

⼟星- 
の輝き 

るわけ 

く輝く 

酸素の 

輝きの 

⽔素 
る。こ 

分裂さ 
ネルギ 

かない 

ことが 
れ，暗 
と同じ 

ょうか。 
いよ。 
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Ｋ⽒：え〜〜
ことで，こ
われている

アリス：重⽔
ポンポンで
っていうの

Ｋ⽒：まっ、
説明しょう
を Tritium
と呼んだり
⽔素の原⼦
電⼦１個が
２個，陽⼦
重⽔素は普
さて，⽔素
⼤なエネル
の数が合わ
恒星の輝き

アリス：⾼圧
ると互いに
定化すると

Ｋ⽒：そッ！
されるエネ
恒星は永遠
れば⾃然に
れば、その

アリス：諸⾏

恒星の誕⽣
K ⽒：ついで
アリス：誕⽣
K ⽒：銀河に
ガスの雲の中
は、強烈に圧
ルギーが放出
応反応も次第
ギーが溜まり
終える。恒星
アリス：恒星

 
 
 
 
 
 
 
引⼒による

〜っと、核融
この反応は、
る。 
⽔素とか三重
でてきて少し
のは、「紙」と

いましばら
う。英語で重
m というので
りする。 
⼦核は陽⼦１
がクルクルと
⼦が１個の合
普通の⽔素よ
素と三重⽔素
ルギーを放出
わないが、１
きの”舞台裏”
圧化の下では
に合体してよ
というわけね
！そういうこ
ネルギーで光
遠に輝き続け
に⽕が消える
の輝きも夜空
⾏無常ね・・

⽣から終焉ま
でに恒星の誕
⽣から終焉ま
には⽔や氷、岩
中で誕⽣する
圧縮され次第
出されて、輝
第に収まって
り、最後に超
星の⼀⽣を図
星は⼀⽣を終

るガスの収縮 

融合反応という
先程の⽔素と

重⽔素とか、普
し頭がクラクラ
と「⽕」のよ

らく我慢してち
重⽔素のことを
で、この反応

個と中性⼦
と回っている。
合計３個で原⼦
より中性⼦が
素を⾮常に⾼圧
出するんだ。で

個の中性⼦は
”ということに

は⽔素と三重⽔
よりエネルギー
ね。そのエネル
ことだね。恒星
光や熱をだして
けるわけではな
るように、恒星
空から消えるこ

・ 

まで 
誕⽣から終焉ま
までね。 
岩⽯からなる

るんだ。引⼒に
第に⾼温になっ
輝きはじめる。
てきて星の勢い
超新星と呼ばれ
図解すると次の
終えても別の姿

  ガスの収

うのはですね
と酸素の反応

普段聞きなれ
ラするワ〜。

ように簡単なも
ちょうだい。
を Deuterium
は、頭⽂字を

１個でできて
。三重⽔素と
⼦核ができて
１つ多い勘定
圧の下におく
できたヘリウ
はエネルギー
になんだ。
⽔素が強引に
ーの低いヘリ
ルギー差が反
星はすべて⽔
ている。 
なく，燃えて
星も輝きの素
ことになる。。

までの⼀⽣を

るチリ（宇宙塵
により、軽い
っていく。原
。恒星は壮年
いがなくなり
れる⼤爆発が
のようだ。
姿に変わって

収縮     

ね、重⽔素と
応で⽔ができ

れない専⾨⽤
恒星の輝き

ものじゃない
核融合反応

m、三重⽔素
をとって D 

ており、その
というのは中
ていて、その
定になるね。
くと、互いに
ウムを⾒ると
ー放出と同時

に押し付けら
リュームに変
反応の際に放
⽔素の核融合

ている薪は薪
素となる⽔素
。。 

を⼿短に概観

塵）と⽔素か
いガスはどん
原始恒星の誕
年期を迎えて
り、次第に縮
が起こって中

て宇宙に存在

 原始恒星誕

三重⽔素が融
る場合の１千

語が 
の素 

いのね。 
を絵で 

素のこと 
T 反応 

周りを 
性⼦が 
周りを電⼦
 
引っついて融
中性⼦が２個

時に外に⾶んで

れる訳ね。す
変わった⽅が安
放出される。
合によって放出

⽊が燃え尽き
ガスがなくな

してみよう。

からなるガス
どんチリのほ
⽣だ。そして
いくんだね。
んでいく。ド
性⼦星かブラ

するのね。

誕⽣     

融合してヘリ
千万倍以上の

1 個がクルク

融合しヘリウ
個、陽⼦が２
でいく。これ

す 
安 

出 

き 
な 

 

スの雲が存在す
ほうに引き寄
てついに核融

やがて燃料
ドンドン縮ん
ラックホール

 恒星の輝き

リウムと中性⼦
のエネルギーが

クルと回って

ウムができる。
２個で、合体前
れが D  T 反

するが、恒星
寄せられ，引
融合反応が起
料の⽔素が尽
んでいくと中⼼
ルとなり，恒星

き      

2

⼦ができる反
が発⽣すると

ている。つま

。このときに
前の陽⼦、中
反応のシナリ

星はこうしたチ
き寄せられた
こり、莫⼤な
きると、核融
⼼には凝縮エ
星としての⼀

超新星爆発
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反応の 
と⾔ 

り、三 

に、莫 
中性⼦ 
リオで、 

チリと 
たガス 
なエネ 
融合反 
エネル 
⼀⽣を 
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